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二
〇
二
一
年
夏
の
東
京
五
輪
に
つ
い
て
、
大
会

関
連
経
費
も
含
め
た
総
事
業
費
は
三
兆
六
八
四
五

億
円
に
達
し
た
と
算
定
さ
れ
た
。
開
催
費
用
の
総

額
は
立
候
補
時
に
見
積
も
っ
た
七
三
四
〇
億
円
に

比
べ
、
五
倍
の
費
用
が
か
か
っ
た
計
算
に
な
る
。

開
催
費
用
は
一
兆
七
〇
〇
〇
億
円
。
大
会
組
織
委

が
二
二
年
六
月
に
発
表
し
て
い
た
一
兆
四
〇
〇
〇

億
円
で
は
「
算
定
項
目
が
不
十
分
」
と
し
て
三
〇

〇
〇
億
円
を
積
み
増
し
た
。
国
の
負
担
分
は
、
組

織
委
が
公
表
し
た
一
八
六
九
億
円
か
ら
膨
ら
み
、

実
際
は
四
六
六
八
億
円
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

開
催
費
用
は
検
査
院
、
都
や
組
織
委
が
公
表
す

る
ご
と
に
膨
張
し
、
総
額
が
三
兆
円
を
超
す
と
い

う
試
算
は
早
く
か
ら
あ
っ
た
。
一
見
し
て
新
鮮
味

に
欠
け
る
発
表
で
も
あ
る
が
、
三
兆
円
を
大
き
く

上
回
る
算
定
と
、
組
織
委
が
公
表
し
た
額
よ
り
二

割
も
増
額
し
た
算
定
は
、
五
輪
の
予
算
の
不
透
明

さ
と
組
織
委
の
算
定
の
ず
さ
ん
さ
を
示
す
も
の

だ
っ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

何
よ
り
重
要
な
指
摘
は
、
国
の
情
報
公
開
に
対

す
る
怠
慢
を
指
摘
し
た
こ
と
だ
。
当
初
の
五
倍
も

の
費
用
が
か
か
っ
た
大
会
だ
が
、
旗
を
振
っ
た
国

は
、
大
会
開
催
前
の
二
一
年
一
月
に
内
閣
官
房
オ

リ
パ
ラ
事
務
局
が
予
算
を
公
表
し
て
以
降
、
支
出

額
を
発
表
し
て
い
な
い
。
大
会
終
了
後
、
事
務
局

は
最
終
的
な
出
費
額
を
公
表
す
る
こ
と
な
く
閉
鎖

さ
れ
た
。事
務
を
引
き
継
い
だ
ス
ポ
ー
ツ
庁
も「
組

織
委
に
よ
り
最
終
報
告
が
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て

散 射 韻

れ
始
め
た
。
二
二
年
一
二
月
に
、
秋
元
克
広
市
長

は
「
積
極
的
な
機
運
醸
成
活
動
」
の
当
面
の
休
止

と
、
こ
れ
ま
で
否
定
し
て
き
た
市
民
意
向
調
査
の

再
実
施
を
発
表
し
た
。
五
輪
に
対
す
る
世
論
の
逆

風
も
あ
る
が
、
今
春
の
札
幌
市
長
選
を
念
頭
に
置

い
た
思
惑
も
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
は
、

開
催
都
市
決
定
を
二
三
年
九
月
～
一
〇
月
か
ら
さ

ら
に
延
期
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。
五
輪
招
致
を

巡
っ
て
は
、
元
市
幹
部
が
招
致
反
対
を
掲
げ
て
市

長
選
に
出
馬
を
表
明
す
る
な
ど
、
そ
の
賛
否
が
最

大
の
争
点
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
札
幌
市
議
会

で
多
数
派
を
占
め
る
「
推
進
派
」
の
選
挙
に
も
影

響
が
出
る
。
時
間
的
猶
予
を
得
て
、
見
直
し
を
表

明
す
る
中
で
争
点
化
を
避
け
た
い
と
推
測
で
き

る
。
見
直
し
自
体
は
歓
迎
し
た
い
が
、
争
点
を
ご

ま
か
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

国
力
が
衰
え
、
財
政
危
機
は
年
を
追
う
ご
と
に

深
刻
さ
を
増
す
。
物
価
高
の
な
か
、
今
後
は
防
衛

費
増
税
な
ど
の
さ
ら
な
る
負
担
で
国
民
の
生
活
は

よ
り
厳
し
く
な
る
。
多
額
の
支
出
の
妥
当
性
を
国

民
が
実
質
的
に
検
証
で
き
ず
、
責
任
の
所
在
す
ら

曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
許
し
た
の
が
東
京
五
輪
だ
。

こ
の
負
の
遺
産
に
向
き
合
う
覚
悟
は
あ
る
の
か
。

五
輪
の
賛
否
は
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
是
非
や

ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
超
え
、
情
報
公
開
の
あ
り

方
や
国
と
地
方
の
関
わ
り
な
ど
、
自
治
の
根
本
に

つ
い
て
多
く
の
角
度
か
ら
考
え
る
絶
好
の
題
材
と

な
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

隈＞

追
加
経
費
の
公
表
は
し
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
会
計
検
査
院
は
「
国
際
的
な
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
で
相
当
程
度
国
が
関
与
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
、
国
民
の
理
解
に
資
す
る
よ
う
十

分
な
情
報
提
供
を
行
う
べ
き
だ
」
と
国
の
怠
慢
を

指
摘
し
て
い
る
。

　

国
が
予
算
を
丸
投
げ
に
し
た
組
織
委
は
、
日
本

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
と
都
が
設
立

し
た
公
益
財
団
法
人
の
た
め
情
報
公
開
制
度
が
な

い
。
当
初
よ
り
、
そ
の
不
透
明
性
を
指
摘
さ
れ
、

懸
念
を
受
け
た
東
京
都
は
二
〇
年
三
月
に
東
京
五

輪
に
関
連
し
た
文
書
の
適
切
な
保
存
、
継
承
を
目

指
し
た
条
例
を
制
定
し
、
組
織
委
に
協
力
を
求
め

て
き
た
。
だ
が
、
条
例
に
は
強
制
力
は
無
く
、
要

請
に
留
ま
る
内
容
だ
。

　

組
織
委
が
理
事
会
の
議
事
録
や
業
務
委
託
の
状

況
な
ど
一
部
文
書
を
公
表
し
て
き
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
二
二
年
六
月
の
組
織
委
の
解
散
と
と
も
に
閉

鎖
さ
れ
た
。
組
織
委
が
保
管
し
て
き
た
文
書
は
清

算
人
に
よ
っ
て
十
年
間
の
保
存
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
組
織
委
は
解
散
前
に
「
守
秘
義
務
と

の
関
係
で
一
般
の
閲
覧
は
難
し
い
」と
し
て
お
り
、

文
書
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
実
質
不
可
能
で
、
予
算
や

支
出
の
妥
当
性
を
判
断
で
き
る
文
書
の
検
討
は
極

め
て
困
難
と
な
っ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

組
織
委
理
事
と
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
贈
収
賄
事

件
な
ど
、
度
重
な
る
五
輪
汚
職
の
発
覚
に
、
二
〇

三
〇
年
の
冬
季
五
輪
招
致
を
目
指
す
札
幌
市
も
揺

札幌五輪と統一地方選


